
陸
容
光
等
の
口
称
に
拠
る
に
、
光
等
は
広
東
省
広
州
府
の
人
に
係
る
。
男
は

二
百
三
名
、
女
は
四
十
名
、
大
𠸄
国
人
は
三
十
名
、
通
共
す
る
に
二
百
七
十

三
名
な
り
。
𠸄
船
一
隻
に
坐
駕
し
、
五
月
二
十
三
日
に
於
て
広
東
省
広
州
府

に
在
り
て
開
船
し
、
金
山
に
到
り
て
買
売
せ
ん
と
す
。
料
ら
ざ
る
も
、
駛
し

て
洋
中
に
到
る
に
忽
ち
暴
風
に
遇
い
、
漂
い
て
貴
島
の
洋
面
に
到
り
、
礁
に

衝
り
て
破
船
す
。
幸
い
に
も
皇
天
の
保
祐
を
蒙
り
、
光
等
二
十
二
名
、
女
人

二
名
、
𠸄
人
六
名
、
共
計
す
る
に
三
十
名
は
岸
に
上
り
て
活
命
す
、
等
の
語

あ
り
。

　

当
即
に
館
に
発
り
て
安
頓
せ
し
め
、
食
を
給
し
て
養
贍
せ
り
。
併
せ
て
其

の
衣
無
き
に
因
り
、
毎
人
に
棉
布
各
一
端
を
給
す
。
又
、
流
来
せ
る
華
人
三

名
の
屍
骸
を
将
て
棺
を
発
り
て
埋
葬
せ
し
む
。
其
の
余
の
人
民
は
沿
海
一
帯

を
撈
尋
す
る
も
並
え
て
踪
跡
無
し
。
理
と
し
て
合
に
報
明
す
べ
し
」
等
の
由

あ
り
て
前
来
す
。

　

査
す
る
に
、
該
難
人
等
は
海
島
に
漂
到
し
、
礁
に
衝
り
て
破
船
す
。
情
、

殊
に
隣
む
べ
し
。
即
ち
に
官
に
委
し
て
国
に
留
ま
る
の
𠸄
夷
、
𪡈
𪢝
呤
に
告

諭
せ
し
む
。
該
呤
云
う
に
、
今
、
亜
美
理
堅
の
火
輪
船
、
到
来
す
る
に
逢
え

ば
、
応
に
亜
官
に
勧
め
て
其
れ
を
し
て
飛
ぎ
て
該
島
に
赴
き
て
該
難
人
三
十

名
を
取
り
て
回
籍
せ
し
め
、
必
ず
し
も
船
を
撥
し
て
護
送
せ
ざ
る
べ
し
、
等

の
語
あ
り
。

　

該
火
輪
船
は
業
に
七
月
十
六
日
に
于
て
開
洋
し
て
島
に
赴
く
。
但
だ
該
島

は
海
を
隔
て
る
こ
と
遙
遠
に
し
て
風
汛
は
期
を
失
う
。
其
の
取
り
て
回
る
の

処
は
、
尚
お
未
だ
報
じ
来
た
ら
ず
。
該
島
よ
り
報
じ
来
た
る
を
俟
ち
て
再
び

咨
明
を
行
う
を
除
く
の
外
、
合
に
先
に
移
知
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
貴
司
に

移
咨
す
。
請
煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

　

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

　
　

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

　

咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
八
月
十
五
日

注
（1

）
活
命　

命
拾
い
す
る
。

（2

）

広
東
省
広
州
府　

南
海
・
番
禺
・
東
莞
・
従
化
・
龍
門
・
新
寧
・
香
山
・

　

新
安
な
ど
の
県
を
領
し
、
広
東
省
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
る
。
明
清
代
を

　

通
じ
て
東
南
ア
ジ
ア
、
西
洋
諸
国
と
の
交
易
の
拠
点
と
な
っ
た
。

（3

）

皇
天
の
保
祐　

皇
天
は
天
、
上
帝
。
保
祐
は
守
り
助
け
る
こ
と
。

（4

）

亜
美
理
堅　

ア
メ
リ
カ
。

（5

）

火
輪
船　

蒸
気
船
の
こ
と
。

2-194-11

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
、
咸
豊
三
年
の
接
貢
船
の
派
遣
に
当
た

り
、
関
係
当
局
へ
便
宜
供
与
要
請
の
た
め
、
存
留
通
事
毛
発
栄
等
に
付

し
た
執
照
（
咸
豊
三
《
一
八
五
三
》
、
八
、
十
五
）

　

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）
、
恭
し
く
勅
書
を
迎
え
、
併
び
に
使
臣
を

接
回
す
る
事
の
為
に
す
。

　

照
ら
し
得
た
る
に
、
敝
国
は
業
に
咸
豊
二
年
秋
に
於
て
耳
目
官
の
毛
種

美
・
正
議
大
夫
の
蔡
士
俊
等
を
遣
わ
し
、
表
章
・
方
物
を
齎
捧
し
て
天
朝
に



入
貢
せ
し
め
、
業
経
に
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
移
咨
し
、
起
送
し
て
京

に
赴
き
叩
き
て
聖
禧
を
祝
ら
し
め
て
案
に
在
り
。

　

茲
に
国
に
還
る
の
期
に
当
た
れ
ば
、
例
と
し
て
応
に
船
を
撥
し
て
接
回
す

べ
し
。
此
れ
が
為
に
特
に
都
通
事
の
鄭
元
広
等
を
遣
わ
し
、
梢
役
共
に
八
十

九
員
名
を
帯
領
せ
し
め
、
海
船
一
隻
に
坐
駕
し
、
前
み
て
福
建
に
至
り
、
恭

し
く
皇
上
の
勅
書
・
欽
賜
の
物
件
を
迎
え
、
併
び
に
京
よ
り
回
る
の
使
臣
の

毛
種
美
・
蔡
士
俊
・
鄭
思
恭
を
接
り
、
閩
に
在
る
の
存
留
通
事
の
陳
元
輔
等

と
与
に
国
に
還
ら
し
め
ん
と
す
。

　

但
だ
、
差
す
る
所
の
員
役
は
、
文
憑
無
け
れ
ば
以
て
各
処
の
官
軍
の
阻
留

し
て
便
な
ら
ざ
る
を
致
す
を
恐
る
。
此
れ
が
為
に
、
王
府
の
礼
字
第
三
百
三

号
半
印
勘
合
の
執
照
一
道
を
給
発
し
て
存
留
通
事
の
毛
発
栄
等
に
付
し
、
収

執
し
て
前
去
せ
し
む
。
凡
そ
遇
う
所
の
関
津
及
び
沿
海
の
巡
哨
官
軍
は
験
実

し
て
即
便
に
放
行
し
、
留
難
し
て
沮
帯
す
る
を
得
る
毋
か
ら
し
め
よ
。

　

須
ら
く
執
照
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
開
す
。

在
船
都
通
事
一
員　
　

鄭
元
広　

人
伴
四
名

在
船
使
者
二
員

武
世
英

李
作
信

人
伴
八
名

存
留
通
事
一
員　
　
　

毛
発
栄　

人
伴
六
名

管
船
夥
長
・
直
庫
二
名　
　

金
世
宝　

金
永
保

水
梢
共
に
六
十
五
名

右
の
執
照
は
存
留
通
事
毛
発
栄
等
に
付
す
。
此
れ
に
准
ぜ
ら
れ
よ

咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
八
月
十
五
日

注
（1

）

毛
発
栄　

屋
嘉
比
親
雲
上
（
『
家
譜
（
二
）』
蔡
呈
書
の
譜
、三
四
九
頁
）。『
宝

　

案
』
で
は
咸
豊
三
年
の
存
留
通
事
の
ほ
か
、咸
豊
十
年
の
朝
京
都
通
事
（
第

　

三
集
巻
三
）
、
同
治
三
年
の
結
状
で
は
正
議
大
夫
（
第
三
集
巻
一
〇
）
と
し

　

て
名
が
み
え
る
。

　

（2

）

武
世
英　

『
宝
案
』
で
は
咸
豊
三
年
の
在
船
使
者
の
ほ
か
、
同
治
三
年
の
結

　

状
に
紫
巾
官
奥
原
親
方
（
第
三
集
巻
一
〇
）
と
し
て
名
が
み
え
る
。

　

（3

）

李
作
信　

咸
豊
三
年
の
在
船
使
者
。

　

（4

）

金
世
宝　

嘉
慶
七
～
同
治
六
年
（
一
八
〇
二
～
六
七
）
。
豊
里
里
之
子
親
雲

　

上
。
久
米
村
系
金
氏
（
安
波
連
家
）
十
五
世
。
道
光
十
年
、
読
書
習
礼
の

　

た
め
福
建
に
赴
き
、
翌
年
帰
国
。
十
八
年
の
冊
封
の
と
き
に
は
評
価
司
と

　

し
て
公
務
を
こ
な
し
、
二
十
六
年
に
は
読
書
副
師
を
勤
め
た
。
咸
豊
三
年

　

に
接
貢
の
総
管
（
管
船
夥
長
）
と
な
る
。
咸
豊
五
年
に
都
通
事
、
八
年
に

　

中
議
大
夫
に
陞
る
（『
家
譜
（
二
）
』
九
四
頁
）
。

　

（5

）

金
永
保　

咸
豊
三
年
（
巻
一
九
四
）
、
五
年
（
巻
一
九
七
）
、
七
年
（
巻

　

一
九
九
）
の
管
船
直
庫
。

2-194-12　

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
、
八
重
山
漂
着
の
中
国
人
苦
力
林
王
な

ど
を
搭
載
し
た
護
送
船
の
派
遣
に
当
た
り
、
関
係
当
局
へ
便
宜
供
与
要

請
の
た
め
、
都
通
事
鄭
嘉
政
等
に
付
し
た
護
照
（
執
照
）

（
咸
豊
三
《
一
八
五
三
》
、
八
、
十
五
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）
、
護
照
を
給
発
し
て
以
て
関
津
に
憑
ら
し


